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[研究 の背景]

インター ネ ッ ト利用が普及 して きた現 在 、その教 育への利用 を検 討 ・評価 し、教育

効 果が上 が る場 合 にはその適 用の可能性 を実験 す る ことが必要で あ る。さらに、定着

させ て効 果 を上 げるには、教材 の作成 ・運 用 な どを試み る こと も必要 となる。本研究

で は、欧米 の ここ10年 間 にわ たる コン ピュー タネ ッ トワー ク を利 用 した さまざ まな

遠隔教育 の実 施例 と問題 点 を次の項 目に従 って調査 した。

1.MITに お けるAthena計 画

2.米 国や カナ ダにおけ る仮想博物 館

3.米 国 にお け る仮想教 室

4.並 列処 理 の可 能性

[研究 の成 果]

研究 テ ーマ別 の成果 は次の通 りで あ る。

1.Athena計 画 にお ける物理 学へ の適 用例 を通 じて、理学 教育へ の可能性 を知 るこ

とが で きた。

2.情 報科学科1年 生へ の カリキュ ラムの改 善 によ り、電 子 メー ルに よる課題 の 回

答(LaTeXに よ り清 書)を 実施 す る とと もに、海外 へ の情 報 ア クセス を可能 に しつつ あ

る。

3.市 販 ソフ トウェア を利 用 して、遠 隔授業 の試 み を検討 した。

4.卒 業研 究 として、ネ ッ トワー ク上 で 仮想並 列処理 を利 用 した フラクタル図形 の

並 列処 理 を実験 し、問題 点 を解決 で きた。

[今後 の課題]

今後 、プ ロバ イダ経 由の電子 メー ルや 電子情 報 に よ り、教 員のパ ソコ ンと学生 の 自

宅のパ ソコ ンの 問で情 報 を交換 し、遠隔授 業の実験 を してい きた い。この ため には、

学科 内の ネ ッ トワー クや ソ フ トウェア面 の整備 な らび に教材 の作 成が必 要 となる。
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